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災害後，学校などの避難所で避難することになったとき，高校生として何が
できますか。下記の状況設定から考え，話し合ってみましょう。
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第４章

11月某日，まだ生徒が在校している午後３時頃，震度６強の地震が襲い，学
校が避難所となりました。ライフラインはすべて途絶え，地震の揺れにより建
物の倒壊や家具の転倒などから，自宅に住めない多くの地域住民が学校に避難
してきました。高齢者，乳幼児，妊婦などおよそ1,000人が避難してきました。
在校中の生徒は，余震が続いているため，学校に待機することになりました。
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東日本大震災では，宮
みや

城
ぎ

県でも多くの高校生が震災当日から避難所の運営などに協力しました。多くの人たち
が身を寄せた避難所で，地域の一員としてどのようなことができるか考えてみましょう。

●石
いしの
巻
まき
高校の生徒による避難所運営への協力

震災当日，石巻高校は指定避難所ではありませんでしたが，臨時の避難所となり，多くの避難者を受け入れました。
帰宅せずに学校に待機していた生徒たちは，避難所となった石巻高校で，清掃作業，プールからの水くみ（ト
イレ用），診療所支援，避難した小学生との遊びなど，避難所運営に積極的に協力しました。
保健室に設置された臨時の診療所においては，生徒が診療を待つ人の案内，受付や問診の記録補助，清掃など
を行いました。
震災から１週間後には，診療所の運営も軌道
に乗り始め，患者さんが１日に350人を超える
日もありました。
高校生たちは，避難所という大変な状況の中
で，自分たちにできることを率先して行い，地
域の一員としての大きな役割を果たしました。

2.  地域の一員としてできること②第４章
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地域の人と日頃からさまざまな活動を行うことがなぜ災害時に生かされるの
か考えましょう。

日頃から地域の一員としてできることを考えてみましょう。
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●築
つき
館
だて
高校の生徒による，地域で自分たちの役割を再認識する訓練

築館高校は，一人暮らしの高齢者や要配慮者のいる世帯の安否確
認を行う情報収集をはじめとした防災訓練を地元地域と連携して行
いました。
東日本大震災の教訓では，災害が起こった直後は混乱し，地域の

正確な情報を得ることが課題となりました。
そのため，情報伝達・収集訓練を行う班に75名をあて，地域の避

難誘導係の方々と協力し，一人暮らしの高齢者や要配慮者のいる世
帯の安否確認と本部からの避難などに関する情報を伝えて回りまし
た。
さらに，一人で避難が困難な高齢者には，車椅

い

子
す

による避難の介助をするなど，地域の方々とともに災害時の避
難方法を確認しました。この訓練をとおし，高校生が，災害時に「助ける」立場として貢献できることを再認識し
ました。
●�西

にし
山
やま
学院高校の生徒による，地域の高齢者宅の雪かき

西山学院高校は，七
しち

ヶ
か

宿
しゅく

町に学校があり，生徒は，町内で寮生活
をしています。七ヶ宿町は，県内でも有数の雪の多い地域で，毎年
雪かきには苦労しています。
そこで，生徒たちは，地域の一員として，高齢者宅の屋根から落

ちた雪の雪かきを行っています。


